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 要 旨   
目的： 

20 のヨーロッパ諸国、ロシア連邦、イスラエル、アメリカ合衆国、カナダにおける 15
歳の 1 カ月のアルコール摂取の普及率と生涯の酩酊についての傾向について調査した。 
方法： 
アルコール摂取の普及率と酩酊は1998,2002,2006の各国によって実施された学童期の調

査の健康行動で評価された。傾向は、Codhran-Mantel-Haenzel テストによって決定され

た。 
結果： 
全ての国の平均アルコール摂取量は、45.3%から43.6%に減少し、酩酊は37.2%から34.8%

に減少していた。アルコール摂取と酩酊には、国によってはかなりの違いがあった。ある

国では減少していたが、ある国では増加、あるいは変化がなかった。全体的な減少は少年

の 41.2%から 36.7%であり、少女の 33.3%から 31.9%より多かった。飲酒や酩酊が増加し

ている国の大部分は、主に少女の増加であった。 
結論： 
アルコール摂取と酩酊の傾向は、国によってさまざまであった。飲酒や酩酊は少女より

も少年のほうが高い割合を示しているが、少年と少女の間の相違は減少し、いくつかの国

では少女が少年に追いついてきている。 
 

 




